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ポイント 性格かつ迅速な情報収集、速やかな退避行動

〇登校前

〇登校途中

・ミサイル発射の緊急発令【弾道ミサイル落下時の行動について】に基づく退避行動

・ミサイル通過→登校

・ミサイル着弾等による被害発生→身の安全を確保しながら、学校、自宅の近いほうへ向

かう

〇学校にいる間

・ミサイル発射の緊急発令【弾道ミサイル落下時の行動について】に基づく退避行動

・ミサイル通過→授業再開

・ミサイル着弾等による被害発生→速やかな情報収集のもとに対応。

〇下校途中

・ミサイル発射の緊急発令【弾道ミサイル落下時の行動について】に基づく退避行動

・ミサイル通過→下校・ミサイル着弾等による被害発生→身の安全を確保しながら、学校、

自宅の近いほうへ向かう

※メッセージが流れたら、直ちに以下の行動をとる

【屋外にいる場合】

〇近くのできるだけ頑丈な建物や地下に避難する。

〇近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る。

【屋内にいる場合】

〇できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。

① 緊急下校時の対応（教育委員会から緊急指示が出た場合）

弾道ミサイルに関する行動について

ミサイル発射(Jアラート等を通じた緊急情報)

〇弾道ミサイルは、発射からきわめて短時間で着弾します。

〇ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、Jアラートを活用して、防災行政無線で

特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メール等により緊急速報をお

知らせします。

自宅待機

ミサイル着弾等による被害発生

(Jアラート等を通じた緊急情報)

ミサイル通過

(Jアラート等を通じた緊急情報)

登校 自宅待機




